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利尻島種宮湿原の現状と保全について
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刺尻島の比較的大きな担原は、利尻島南部の

オタドマリ招を中心とする由開地区とメヌシヨ

ロ沼周辺の南浜地区にある (Fig 1)。沼楠地区

は国立公園区域内で観光地として利用され、南

源地区も公閤区域外であるものの木造と案内仮

の設置などで比較的保全された状視にはある。

さらに、 'J、坦填な湿原は北部の日士岬地区、旧

小黒牧窃と本泊地区の晦岸にあるが、富土岬地

区のものは自転率道の建殴により寸断または消

失し、;j;泊地区のものは極めて小規世であるた

め、消失するのは時聞の問題と思われる。

このほか西部の種富町地区に大部舟が埋め立

てられた混原がある。現在、この橿原は所有者

や近接の利用者の理解と協力により哩め立ては

中止され、残された部分を保全することができ

るようになった。しかし、この湿原町危主主的な

状配は費わらないままであり、その現状と保全

について報告する。

なお、埋立の中止と保全、そして水道の設置

等今後の土地利用に際しても特段の理解と了承

をしていただいた土地所有者の正部川寛氏に心

より感剖を申し上げる。

極宮町池区の橿原は、埋め立てが抽まるまで

は商関3.5haで小さな沼なども点在し (Fig2)、

かつては沓形尭電所付近一帯も湿原であったと

聞く。この湿原は19剖年代後半から採石場の表

土の捨場ゃ消波プロック等の製作ヤード、公共

施設の建設用地として埋め立てられたため、現

在1.Oha弱が掛るだけである (Fig 3)。過去に

は泥炭縁取などもされてはいたが、 「ゃち」と

だけ呼ばれ、世に立たない土地左 Lて悶有名も

付けられていないままであり、まずこの湿原を

種古躍聞と呼ぶことにする。

極官湿原の形成は、周辺に躍岩の流出時に都

成された大きなプレッシャ リッジが見られた

り、醒原の中にも揺岩流が 部露出しているこ

とから、 3問4万年育;)に慌れ出た沓野溶岩斑の銭

みに雨水会事がたまり形成されたと思われる。富

土岬地区のものも同様であろう。これに対し、

田開・穣浜毘原は利尻山噴火時の爆裂火口跡の

盆地に雨水などがたまって形成されたことから、

島内では甑腐植原の形成時期が番古いものと

考えられる。また、利尻島の湿原は基本的にミ

ズゴケ、ツルコケモモ、ワタスゲなどの植生が

共通しており高周湿原に骨簡される。

種富湿原の存者主自体、利尻島の西側に常時水

の流れる川や湖沼などがないことから、緩めて

特異なものといえる。しかし、極宮醒原の総合

的な闘宜等はなく、刺尻町立得物画と利尻島自

然情報セシターの断片的な生物調査があるだけ

である。魚類ではドショウ、両生額ではエゾア

カガエル、 トソポ摘ではアオイトトンボ、オオ

ルリポシャ γマの記揖があり、プラソクト γで

は高層湿原で務に記聾されるトゲヒルガタワム

シ属の1稲や等脚揮のミズムシもここだけの配
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輯である。烏簡ではノピタキやシマセンニュウ

が営巣 L、ハクセキレイ、キマユヅメナガセキ

レイ、カワラヒワ、アオジなどが多く観草され、

すこし前までは、ドショウなどを餌とするサギ

萌も記鋸された。

組物では 25 科56 種が確認され (Table.1) 、

特に 1田5年6月の確認によって種宮湿原の重要

性を認識することになったエゾゴゼソタチハナ

は、来 IJ尻島では種宮擢原だけに分布する種で、

日本でも北海道の道東や道北地方のオホ ック

海制の一部に限られており、日本海側での記録

は利尻島だけと思われる。

組生を島内の湿原と比較してみると、木本掴

で共通種が少なく、田浦・南浜橿原にはアカエ

ゾマツやヤナギ額の高木やエゾイゾツツジといっ

た醒地性の樹木があり、極富湿原には、ガソコ

ウラ γ、エゾヤマハギと短小したミネヤナギの

樹木がある。また、田 f間・南浜湿原にあるミツ

ガシワや、ズバショウ、ネムロコウホネなどは
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種宮湿原にはな L、。逆に撞宮躍原にあるショウ

ブは田滞・荷浜橿原には見られない。これらは、

湿原の静店時期や民、土壌、酒の有無などの影

響によるものであろう。リストからは外してあ

るが、プレッシャーリッジに分布する種も含め

ると頓富湿慌の植生は更に多様なものであるこ

とを付記しておく。

残された部分を保全できることにはなったが、

南水や融雷水を水眠とするこの湿原では、間積

が臨くなることにより、水量の棋少と乾燥化は

避けられないものと予想される。かつて広範圏

に確認されたエゾアカガエルの卵塊は、 1996 年

の琴には確認きれなかった。また、乾燥化によ

りメマツヨイグサなどが周辺から置入し、埋立

土砂とともに置入してきたエゾキケマンなども

確認されている。また、点在する栢に分布して

いた γ ョウプも激減するなど総生は急激に変化

し、今桂もその進行に拍車がかかるであろう。



利尻島舗官湿原の現成と保全について

図2 級官湿原(l田4年)

Fig.2.Tanetomiswamp(l 田4)

図 3 舗官緩原(I£師会手)

Fig.3.T 四etomi swamp (l四 6)
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表1 橿富湿原で記録された犠物リスト

Table1.ListofflowersrecordedinTanetomiswamp

科 Families 和名 Japanese name 学名 Scientific name

ぞンマイ ヤマドリゼンマイ Osmundaαnnamomea

アカネ アカネムグラ Rubiajesoensis

ホソノてノヨツノてムグラ Galiumfrjfjdumvar.brevipedullculatum

イグサ スズメノヤリ Luzulacapita 臼

エゾホソイ funcusjiljformis

イネ クマイザサ Sasasenanensis

ススキ Mis 四n油 us sJne$JS

イワノガリヤス Ca]amagrostislangsdorf{jj

コメガヤ 品!feUca nutans

コウボウ Hier 町hi町 bungeana

ヌマガヤ Holiniapsisjapanica

ヨシ Phragmitescommunis

オトギリソウ オトギリソウ Hypericumerectum

カヤツリグサ ホロムイスゲ Carexmiddendorffjj

ショウジョウスゲ Carexblepharicarpa

ヤラメスゲ Carex]yngbyei

ホソパオゼヌマスグ Carcxnemurensis

オオアゼスグ Carexthunbergjjvar.appendiculata

クロヌマノ、')イ E/eocharisintersica

ワタスグ Eri ο'phorum vaginatum

ガンコウラン ガンコウラン Empetrumnigrum

キキョゥ Y リブ fネニンジン Adenophoratn'phyllavar.japanica

キク アキノキリンソウ Solid 唱。 virgaurea var.asiatica

カセンソウ [nulasalicina

トウゲプキ Ligu/ariahodgsonii

イワヨモギ Artemisiagmelini

オオヨモギ Artemisiamontana

キタノコギリソウ Artemisiamontana

ヤマハハコ AnaphaJismargaritacea

キンポウグ ヒメイチゲ AnemonedebjJjs

ミツノてオウレン C叩白 triforia

アキカラマツ Thalictrum!1'inusva れ hypoleucum

ケシ エゾヱ J ゴサク Corydalisambigua



利尻島種宮湿僚のE見えたと保全について

科 Families 和名 Japanese name 学名 Scientific name

ケシ エゾキケマン Corydalissp 町10SB

サクラソウ ヤナギトラノオ Lysimachiathyrsiflora

ツマトリソ勺 TrientaJjseuropaea

サトイモ ショウプ Acaruscalamus

セリ エゾボウフウ AegopodiumaJpestre

シャク An 曲riscus sylvestris

エゾノヨロイグサ Angelicaanoma/a

ツツジ ';I iレコケモモ Vacciniumoxycoccus

ナデシコ オオヤマフスマ Moehringialateriflora

エゾカワラナデシコ Dianthussuperbus

ニシキギ ツルウメモドキ 白Jastrus orbiclJ]a 白s

パラ ホロムイイチゴ Rubuscllamaemorus

ナガポノシロワレモコウ Sanguisorbatenuifolia

キジムシロ PC は-e nt i11 a fragarioidesvar.major

マメ センダイハギ Thermopsis/upinoides

クサフヲ Vidacr.町四

エゾヤマハギ Lespedezabie%r

ミズキ エゾゴゼンタチパナ Cornussu 削ca

モチノキ ハイイヌツグ [lexcrena 臼'"て paludosa

ヤナギ ミネヤナ'" SalixrejnH

ユキノシタ ノリウツギ Hydrangeapaniculata

ユリ オオアマドコロ Po!ygonatumodoratumvar.maximowiczjj

ヒメイズイ PoJygonatumhumile

スズラン 白nva l/ aria keiskei

エゾゼンテイカ HemerocaJlisescuJenta

プノ エゾチドリ Platantherametabifolia

ハクサンチドリ Orchisaristata

25 科 56 積
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すみやかに湿原の水量を減少させない方簡をと

ることと埋めたてられた部分の土砂を除去して

の橿原を困ることが必要と思われる。

品慣であることなどから利尻島は独特の理壇

と生物相を形成してきたが、利尻島においては

あらゆる分野で未知の事物が大部分を占めてい

る。前述した種食糧原が刺尻島内におけるエゾ

ゴゼ γ タチパナの唯ーの産地であるととが確認

されたように、今佳の胸査でも利尻烏来記録種

の確認や新知見が得られることは十分に干恕さ

れることであり、多様な環療を保全することは

最重型事である。とりわげ湿原車境の保全は各

地で認識が高まる中、利尻島内の担原の現状は

憂慮すべき事盟である。このような状況が改善

きれないままでは、利尻島の湿原や器地は消失

してしまう恐れさえもあり、わたしたちは身近

な a然環境の大関さを認醸し、その保全に最大

限の努力することが必要である。

利尻島自然情総セソタ では、躍された湿原

の保全や総合的な調査等をするため、 1997 年の

春から湿原に木造の股置を計画している。極官

祖原に近づき、そとに生息する生物やその景観

について、笹原の可能性を模索しながら多くの

人々と考えたい。
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